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██要約

新ビジョンは「日本一の GigEconomy のプラットフォーマーになり、
労働市場に革命を起こす！」。新社名、新本社でギアチェンジ。 
2019 年 10 月期通期は 4 年連続の増収増益を達成。 
過去 3 年間で ROE 約 7 ポイント上昇

ギグワークス <2375> は、10 万人を超える登録エージェントの空いた時間やスキルに合わせて、IT 関連の機器

サポートやコンタクトセンターなどの多様な業務をマッチングする注目のビジネスモデルで成長する企業であ

る。2019 年 8 月にスリープログループ株式会社からギグワークス株式会社に商号変更し、同年 9 月には港区虎

ノ門に本社を移転、次代に向けてギアチェンジをした。新たなビジョンは「日本一の GigEconomy のプラット

フォーマーになり、労働市場に革命を起こす！」である。これまでもギグエコノミーとシェアリングエコノミー

をけん引してきたが、さらに大きな社会的インパクトをもたらす企業に進化することを宣言した。同社の最大の

経営資源はヒトであり、女性の活躍や健康経営において先進的であり内外からの評価も高い。東証 2 部に昇格

した 2015 年からは M&A を積極化。5 社を連結子会社化し、事業規模を急速に拡大している。現在は、東証 1

部への昇格を目指している。

1. 市場動向

「ギグエコノミー」とは、インターネット等を通じて単発・短期の仕事を受注する働き方やそれによって成立す

る経済活動のことを言う。2015 年頃から、米国を中心に使われるようになった用語で、ネット仲介の配車サー

ビスや宅配サービスなどに注目が集まったがソフトウェア開発やクリエイティブ系の仕事など様々な業務があ

る。シェアリングエコノミーの一分野であり、ヒト・スキルのシェアリングとも言える。日本国内においては、

働き方改革、副業・兼業の容認拡大やフリーランスの増加のなかで、これからの本格的な普及が期待される。

2019 年 9 月には日本経済新聞が「ギグエコノミーの担い手たち」という連載（5 回）を行っており、国内でも “ ギ

グエコノミー ” の認知度は上がっている。市場成長の背景には、必要な時に必要なだけ仕事ができるという利便

性の高いマッチングサイト・アプリの存在があり、プラットフォーム提供企業の役割が重要である。

ギグワーカー（ギグエコノミーにおける働き手）は、独立したフリーランスや個人事業主、学生や主婦、本業を

持つビジネスマンなど多彩である。フリーランス大国である米国では、2018 年に労働人口の 35% がフリーラ

ンスであり、日本でもその人口は労働人口の 17% にまで上昇している。世界的にギグエコノミーをリードする

のは米国に本社を置くプラットフォーマーである。国内企業でも多くの企業がギグエコノミー関連事業に取り組

んでおり、成長企業が多い。国内では同社以外に、クラウドワークス <3900>、ランサーズ <4484> などがある。

日米同業企業は、いずれも投資が先行しており赤字であるが、主要企業で同社のみ黒字化を達成している。
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2. 業績動向

2019 年 10 月期の連結業績は、売上高が前期比 9.5% 増の 17,584 百万円、営業利益が同 33.8% 増の 784 百万円、

経常利益が同 30.6% 増の 801 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益が同 45.1% 増の 448 百万円となった。

4 年連続の増収増益であり、売上高、各利益ともに過去最高を更新した。

BPO 事業が売上高、各利益ともに好調に推移し、全社の業績をけん引した。2019 年 10 月期は累計 6,171 名、

毎月 3,000 ～ 4,000 名のギグワーカーが仕事に従事した。増収の背景にあるのは、シェアリングエコノミー市

場やギグエコノミー市場の拡大である。その一例として、市場が急速に拡大しているフードデリバリー（宅配）

において、同社は加盟店獲得のための営業代行業務や運営支援業務を担当し、受注を拡大した。また、2019 年

10 月に実施された消費税増税に伴うシステム改修の案件や Windows10 への PC 入替サポート業務も好調に推

移し増収に寄与した。同社の基盤事業であるコンタクトセンターに関しては、IT 周辺機器や多言語に対応した

ヘルプデスクのニーズが底堅く、通信販売事業者向けの案件も拡大し好調を維持。「東京・大阪・福岡」を中心

に増席を進めた。また、自社開発商品の CRM システムの販売も好調。スマートフォン・タブレット端末向けの

キッティング業務や携帯電話・スマートデバイス無線通信の基地局案件において、拠点の合理化や人員の適正配

置の効果が出ており、収益性の向上に寄与した。安値受注をしていた顧客企業に対しての適正な価格提案の取り

組みも成果が顕在化し、売上高総利益率は前期比 1.0 ポイント改善した。

2020 年 10 月期通期の連結業績は、売上高は前期比 8.0% 増の 19,000 百万円、営業利益は同 14.8% 増の 900

百万円、経常利益は同 12.3% 増の 900 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同 22.7% 増の 550 百万円と、

5 期連続の増収増益を予想する。BPO 事業の事業環境は、「企業の人材ニーズ」と「ギグワーカーの顕在化」の

2 点から見通すことができ、いずれも期待できる。特に増収に貢献しそうな業務としては、1) 次世代の移動通

信方式 5G 関連業務（基地局の営業・設置業務など）、2) 一括リコール対応の新サービス「ワンストップアシス

ト」、3) 前期に増床したコンタクトセンター業務、などである。コワーキングスペース事業では、新規出店がカ

ギとなる。進行期は、藤田観光 <9722> との業務提携により、新宿ワシントンホテル内及び東京ベイ有明ワシ

ントンホテル内でのシェアワークスペース提供が予定されている。東京ベイ有明ワシントンホテルは東京オリン

ピック開催時にプレスセンターとなる予定でもあり、好調なスタートとなりそうだ。営業利益に関しては、営業

利益率で 4.7%（前期は 4.5%）を予測する。進行期は、人材募集のための広告宣伝費を増加させる計画。2020

年 2 月には、子会社 7 社を 3 社に集約することを決定している。営業・採用活動の一体化や管理コストの削減

を行うことで収益性向上を目指す考えだ。

https://www.gig.co.jp/ir
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3. 成長戦略・トピック

2019 年 11 月に、連結子会社スリープロ ( 株 )、NTT 西日本グループの ( 株 ) エヌ ･ ティ ･ ティ マーケティン

グアクト（本社：大阪市）、( 株 ) ウイング（本社：広島市）は 3 社で連携し、情報漏えいやリコールなどの緊

急事態発生時に、緊急対応窓口等の初動対応から配送や回収等の現地対応サポートまで提供可能な、緊急対応・

リコール向けパッケージ「ワンストップ アシスト」の提供を開始した。新サービス「ワンストップ アシスト」

では、エヌ ･ ティ ･ ティマーケティングアクトが企業の緊急対応時に短時間で立ち上げる「緊急お客様窓口」と、

ウイングの「往復便ソリューション」と、スリープロの「全国オンサイトサポート」を統合し、一連業務をワン

ストップで効果的に提供する。近年、情報漏えいやリコールなどのリスクは多様化し増加傾向にある。このよう

な緊急事態が発生した場合に、リスクを最小限に抑え信頼回復を図るために、迅速かつ正確なサポート体制構築

が重要である。同社にとっては、NTT 西日本グループのブランドにより、登録エージェントの稼働率が上がる

効果が見込まれるだろう。

同連結子会社 ( 株 ) アセットデザインは、2019 年 10 月に、ホテル椿山荘東京等のラグジュアリー施設の運営

及びワシントンホテルのブランドで全国に高付加価値のビジネスホテルを展開している藤田観光との間で、ホテ

ル内におけるシェアオフィスの運営やホテル内サービスの提供・ホテル開発に関しての業務提携契約を締結した。

両社がタッグを組むことで、「遊ぶ×滞在する×働く」をテーマとした新たなホテルスペースの提供、共同開発

を目指す。業務提携後の最初の取り組みとして、藤田観光の旗艦ホテルである「新宿ワシントンホテル」、「東京

ベイ有明ワシントンホテル」内に、シェアワークプレイス「THE HUB」を出店し、アセットデザインで運営する。

ワシントンホテルの強みである継続利用のビジネスマンだけでなく、近年利用者が大幅に増加しているインバウ

ンド顧客をターゲットにしたラウンジを設けるなど、100 室以上のビジネスホテルでは初のワークスペース付

きホテルとなる。ちなみに「東京ベイ有明ワシントンホテル」は東京オリンピックのプレスセンターが設置され

ることが予定されており、初年度から活発な利用が期待される。

4. 株主還元策

同社は、重点分野への積極的な投資等により確固たる競争力を早期に築くことを重要な課題と認識しつつ、同

時に株主に対する利益還元についても重要な経営の課題として認識している。2019 年 10 月期は期初に配当金

年 10 円を予想したが、好調な業績を背景に期中に上方修正され、配当金年 14 円、配当性向 20.8% となった。

2020 年 10 月期は連続増配の予想であり、配当金年 18 円、配当性向 21.9% の予想である。過去 3 年間の実績では、

継続的な増益とともに、配当性向を 5.5 ポイント（15.3% → 20.8%）向上しており、これらの両面から高い増配ペー

スが期待できる。

Key Points

・新ビジョンは「日本一のGigEconomyのプラットフォーマーになり、労働市場に革命を起こす！」。
新社名、新本社でギアチェンジ

・ギグエコノミー市場（ヒト・スキルのシェアリング）はウーバー上場で世界の注目を集める。主要
プレーヤーの中で黒字化に成功しているのはギグワークスのみ

・2019 年 10 月期通期は 4年連続の増収増益を達成。フードデリバリー開拓、消費増税対応、
Windows10へのPC入替対応など特需が増収に貢献。低粗利案件減り収益性向上

・経営効率が向上。ROEが過去3年間で約7ポイント上昇
・2019年 10月期は 3年連続増配達成。増益と配当性向上昇の両面から高い増配ペースが期待できる
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要約

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

（予）

（百万円）（百万円）

通期業績の推移

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

出所：決算短信よりフィスコ作成

██会社概要

新ビジョンは「日本一の GigEconomy のプラットフォーマーになり、
労働市場に革命を起こす！」。新社名、新本社でギアチェンジ

1. 会社概要・ビジョン

同社は、10 万人を超える登録エージェントの空いた時間やスキルに合わせて、IT 関連の機器サポートやコンタ

クトセンターなどの多様な業務をマッチングする注目のビジネスモデルで成長する企業である。2019 年 8 月に

スリープログループ株式会社からギグワークス株式会社に商号変更し、同年 9 月には港区虎ノ門に本社を移転、

次代に向けてギアチェンジをした。新たなビジョンは「日本一の GigEconomy のプラットフォーマーになり、

労働市場に革命を起こす！」である。これまでもギグエコノミーとシェアリングエコノミーをけん引してきたが、

さらに大きな社会的インパクトをもたらす企業に進化することを宣言した。同社の最大の経営資源はヒトであり、

女性の活躍や健康経営において先進的であり内外からの評価も高い。現在、東証 2 部に上場しており、東証 1

部への昇格を目指している。

https://www.gig.co.jp/ir
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会社概要

2. 沿革

創業は 1996 年。1990 年代後半の Yahoo!BB 設置事業で急成長し、2003 年に東証マザーズ市場に株式公開した。

その後は、IT 関連商品・サービスの販売支援事業の開始、コールセンター事業、システム開発事業などを M&A

により取得し、IT 関連サービスを総合的に行う企業グループとなった。2011 年に経営体制を一新し、BPO 事

業に特化して経営体質の強化に取り組む。2015 年 3 月には東証 2 部へ市場変更、その後攻めに転じ、2015 年

8 月に WELLCOM IS( 株 )（コンタクトセンター）、2015 年 11 月にはアセットデザイン（コワーキングスペー

ス）、2016 年 2 月には ( 株 )JBM クリエイト（コンタクトセンター）、2016 年 9 月にはヒューマンウェア ( 株 )（シ

ステム・エンジニアリング）、2017 年 10 月にはオー・エイ・エス ( 株 )（システム・エンジニアリング）の株

式取得・完全子会社化を行い、事業規模を拡大している。

3. 事業構成

同社の事業セグメントは BPO 事業とコワーキングスペース事業の 2 つである。主力の BPO 事業は、フリーラ

ンスを中心とした登録ギグワーカーの空いた時間やスキルに合わせて、フィールドサポート、コンタクトセン

ター、営業・販売サポート、システム・エンジニアリングなどの多様な業務をマッチングする。全社売上高の

88.9%（2019 年 10 月期）、全社セグメント利益の 97.3%（同）を稼ぐ。コワーキングスペース事業は、連結子

会社のアセットデザインが展開しているシェアオフィスサービスである。バーチャルなマッチングだけでなく、

リアルな場でもマッチングや情報交換を行う環境が整っている点は同社グループの特長である。全社売上高の

11.1%（同）、全社セグメント利益の 2.7%（同）と、まだ構成比は小さいが、潜在的な成長性は高い。2019 年

10 月期は、直営拠点の新規出店が少なかったことや既存店の稼働率が順調に推移したことで、黒字転換を果た

した。

セグメント別の事業内容と業績（2019 年 10 月期通期）

( 単位：百万円 )

事業内容
売上高 セグメント利益

19/10 期 構成比 19/10 期 構成比

BPO 事業

フリーランスを中心とした登録スタッフの空いた時間やスキルに
あわせて、フィールドサポート、コンタクトセンター、営業・販
売サポート、システム・エンジニアリングなどの多様な業務をマッ
チング

15,633 88.9% 1,576 97.3%

コワーキング
スペース事業

連結子会社のアセットデザインが展開しているシェアオフィス
サービス

1,951 11.1% 43 2.7%

合計 17,584 100.0% 1,619 100.0%

出所：会社資料よりフィスコ作成 ※全社利益調整前

https://www.gig.co.jp/ir
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██市場・競合動向

ギグエコノミー市場（ヒト・スキルのシェアリング）は 
ウーバー上場で世界の注目を集める。 
主要プレーヤーの中で黒字化に成功しているのはギグワークスのみ

「ギグエコノミー」とは、インターネット等を通じて単発・短期の仕事を受注する働き方やそれによって成立す

る経済活動のことを言う。2015 年頃から、米国を中心に使われるようになった用語で、ネット仲介の配車サー

ビスや宅配サービスなどに注目が集まったがソフトウェア開発やクリエイティブ系の仕事など様々な業務があ

る。シェアリングエコノミーの一分野であり、ヒト・スキルのシェアリングとも言える。ギグエコノミーでの働

き方は、個人の働き方が多様化した 1 つの形態であり、日本国内においても、働き方改革、副業・兼業の容認

拡大やフリーランスの増加のなかで、これからの本格的な普及が期待される。2019 年 9 月には日本経済新聞が

「ギグエコノミーの担い手たち」という連載（5 回）を行っており、国内でも “ ギグエコノミー ” の認知度は上がっ

ている。市場成長の背景には、必要な時に必要なだけ仕事ができるという利便性の高いマッチングサイト・アプ

リの存在があり、プラットフォーム提供企業の役割が重要である。

ギグワーカー（ギグエコノミーにおける働き手）は、独立したフリーランスや個人事業主、学生や主婦、本業を

持つビジネスマンなど多彩である。フリーランス大国である米国では、2018 年に 5,670 万人のフリーランスが

おり労働人口の 35%、2020 年には 45% に達すると言われる。日本でもその人口は増えており、2018 年に 1,119

万人に達し、労働人口の 17% になった。2015 年と比較すると 22.6% 増であり、日本のフリーランス人口の増

加ペースは米国をしのぐ。世界的にギグエコノミーをリードするのは米国に本社を置くプラットフォーマーであ

る。国内企業でも多くの企業がギグエコノミー関連事業に取り組んでおり、成長企業が多い。国内では同社以外に、

クラウドワークス、ランサーズなどがある。日米同業企業は、いずれも投資が先行しており赤字であるが、同社

のみ黒字化を達成している。

ギグ・エコノミーの代表的企業

サービス概要 規模 企業価値

Uber Technologies
（本社米国）

ウーバー・テクノロジーズが運営する、自動車
配車ウェブサイトおよび配車アプリ一般人が自
分の空き時間と自家用車を使って他人を運ぶ

世界 70 カ国以上・地域の 600 都市以上で展開
売上高：1 兆 2339 億円

2019 年 5 月にニューヨーク
市場に上場した。時価総額約
7.8 兆円

Upwork
（本社米国）

クラウドソーシングサービス。世界中で活躍す
るのはプロフェッショナルな企業や個人が、仕
事を依頼したり仕事を受注したりできる

登録フリーランスの数：2000 万人以上
登録クライアント数：500 万人以上
売上高：277 億円

約 1800 億円

ギグワークス
（本社日本）

フリーランスを中心とした登録者と多様な仕事
をマッチング。フィールドサービス、コールセ
ンター、販促、SE などの業務に強み

フリーランス・個人事業主登録者数：10 万人以上
仕事依頼件数：660 万件
売上高：175 億円

約 107 億円

クラウドワークス
（本社日本）

オンライン上で、在宅ワーカーと仕事発注者の
マッチング、業務の遂行、報酬の支払いまでを
一括で行うサービスを提供

ユーザー数：約 327 万人
仕事依頼数：約 295 万件
売上高：87 億円

約 209 億円

Fiverr International
（本社イスラエル）

フリーランスのためのオンライン・マーケット
プレイス

アクティブバイヤー数：230 万人
売上高：82 億円

ランサーズ
（本社日本）

270 種類以上の仕事の依頼・受注が可能なフ
リーランス向けマッチングサービスを運営

実績の豊富なユーザー数：11,049 人
クライアント数：3.3 万件
売上高：25 億円

出所：各社資料によりフィスコ作成。グローバル企業の金額は 2019 年 12 月 27 日現在の為替で換算、売上高は直近の年決算

https://www.gig.co.jp/ir
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██ビジネスモデル

毎月 1,000 社以上の依頼企業と登録エージェントをマッチングする 
ギグエコノミープラットフォームを運営

1. ヒト・スキルのシェアリングを行う BPO 事業

同社のビジネスモデルは、“IT 関連の仕事を中心としたマッチングプラットフォーム ” に特徴がある。

依頼を受ける仕事は多岐にわたり、毎月 1,000 社以上から仕事を受ける。同社は “ パソコン家庭教師 ” から出

発した経緯もあり IT 関連（設置、トラブル対応、システム開発など）を得意とするが、現在では IT 関連以外（販売、

コールセンター、調査など）も増えた。IT 関連での事例としては、ロボットキッティング、アンテナ基地局設置、

バス停工事（IoT 対応）などがある。大手通信会社や大手 SI 会社、外資系 PC 会社など大企業からの依頼が多く、

継続的なパイプを持つのが同社の強みである。IT 関連以外の事例では、店頭での家電販売、多言語コールセン

ター、ミステリーショッパーなどがある。特に全国規模での短期集中の依頼は同社でなければ受け手がいない場

合が多い。依頼主は法人が主だったが、個人向けのプラットフォームを本格稼働させる計画で、“ 家の PC を修

理してほしい ”、“ 雪かきをしてほしい ” などの個人からの依頼にも対応していく予定である。

同社のビジネスモデル

出所：決算説明会資料より掲載

法人からの仕事の依頼を受けるシステムが「Jobpro」であり、個人からの仕事の依頼を受けるシステムが「Rescue 

Me!」である。創業以来、累計で 660 万件を超えるマッチングを行い、多様な働き方を支援してきた。仕事を

行うのは、同社の従業員とともに 10 万人を超える登録スタッフである。登録者には、スキルの高いフリーラン

スが多く、常時雇用ではないため、同社の固定費負担は極力抑えられる。登録者にとっては、同社が営業して企

業から様々な仕事を取ってきてくれ、自分に合ったライフスタイルで働くことができ、スキルのアップデートも

図れるというメリットがある。

https://www.gig.co.jp/ir
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ビジネスモデル

同社のプラットフォーマーとしての役割として重要となるのが、「登録ワーカーのスキル・実績・評価の管理」

と「マッチング」である。「登録ワーカーのスキル・実績・評価の管理」に関しては、教育の支援をすることに

よりスキルアップを促進する、覆面調査により実態に即した評価を行うなど、様々な工夫をしている。「マッチ

ング」に関しては、システムによる自動的なマッチングも行うが、同社スタッフによるきめ細かな調整作業も強

みである。同社の社員がプロジェクト管理をしっかり行う業務委託もあれば、個人と依頼主の雇用契約もあるな

ど、多様な形態を提案できる。

2. BPO 事業の KPI

同社は、2019 年 10 月期から KPI（重要業績評価指標）として「ユニークワーカー数※」と「お仕事斡旋数」

を四半期ごとに公表している。「ユニークワーカー数」は、その四半期に稼働した人数であり、何種類の仕事を

何回しても 1 人とカウントする。2019 年 10 月期は毎月 3,000 ～ 4,000 人が稼働しているが、年度累計では 6,171

人が稼働した。「お仕事斡旋数」は創業以来の累積件数である。四半期ごとの追加件数では、第 2 四半期の追加

67 千件、第 3 四半期の追加 59 千件、第 4 四半期の追加 74 千件、平均 67 千件となっており、着実にマッチン

グが行われていることがわかる。

※ その年度の積み上げ（累積）の数値であり、第 1 四半期の数値は正味の稼働人数だが、第 2 四半期以降の数値はその
年度に稼働した人数の累計である。

期 期 期 期

（千件）（人）

BPO事業のKPI推移

ユニークワーカー数（左軸） お仕事斡旋数（右軸）

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

2019 年 10 月期通期の BPO 事業の売上高は同 8.0% 増の 15,648 百万円、セグメント利益は同 18.8% 増の 1,576

百万円と好調に推移した。過去 3 年間のトレンドで見ても、右肩上がりである。同社の第 2 四半期（2 月− 4 月）

は、顧客企業の年度末のケースが多く、受注が多くなる傾向にある。

https://www.gig.co.jp/ir
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ビジネスモデル

期 期 期

（百万円）（百万円）

事業 業績の推移

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

出所：決算短信よりフィスコ作成

3. 成長続けるコワーキングスペース事業

同社は、スペースのシェアリングも行っている点に特長がある。2015 年から参入したコワーキングスペース事

業ではオフィススペースの共有を行っており、利用するワーカー（個人事業主）にノウハウ共有やスキルアップ

支援するという価値も提供している。

同社のコワーキングスペース事業は連結子会社のアセットデザインが展開しているシェアオフィスサービスが主

体であり、「THE HUB」のブランドを中心に東京・神奈川・愛知・大阪で 58 拠点を構える。半数以上の店舗は

直営店、残りは運営受託店である。2019 年 10 月期の KPI の推移は順調である。登録会員数は 4,322 人（2019

年 10 月期末）と第 3 四半期末に 4,000 人を突破してさらに増え続けている。最大の強みは、年間約 6,000 人

のユニークワーカーが潜在的な会員であり、相乗効果がある点である。専用個室オフィスの稼働率も第 1 四半

期末に 82.0% から上昇し、第 2 四半期以降は 90% を超えて高い稼働率を維持した。首都圏における不動産市況

の高騰などの影響もあり、新規出店は 1 店舗のみにとどまり、当初の出店計画を下回った。2019 年 10 月期累

計のコワーキングスペース事業の売上高は、売上高は同 27.0% 増の 2,014 百万円、セグメント利益は 43 百万

円（前年同期は 57 百万円の損失）となり、黒字転換を果たした。今後も成長を志向し、2022 年 10 月期 150

店舗、10,000 人を目指す。

2019 年 10 月期におけるコワーキングスペース事業の KPI 推移

1Q 末 2Q 末 3Q 末 4Q 末

登録会員数（人） 3,704 3,998 4,243 4,322

稼働率 82.0% 90.3% 93.2% 91.1%

拠点数（店） 57 57 57 58

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

https://www.gig.co.jp/ir
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ビジネスモデル

期 期 期

（百万円）（百万円）

コワーキングスペース事業 業績の推移

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

出所：決算短信よりフィスコ作成

██業績動向

2019 年 10 月期通期は 4 年連続の増収増益を達成。 
フードデリバリー開拓、消費税引き上げ対応、Windows10 への 
PC 入替対応など特需が増収に貢献。低粗利案件減り収益性向上

1. 2019 年 10 月期通期の業績概要

2019 年 10 月期の連結業績は、売上高が前期比 9.5% 増の 17,584 百万円、営業利益が同 33.8% 増の 784 百万円、

経常利益が同 30.6% 増の 801 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益が同 45.1% 増の 448 百万円となった。

4 年連続の増収増益であり、売上高、各利益ともに過去最高を更新した。

https://www.gig.co.jp/ir
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業績動向

BPO 事業の売上高は同 8.0% 増の 15,648 百万円、セグメント利益は同 18.8% 増の 1,576 百万円と好調に推移

し、全社の業績をけん引した。2019 年 10 月期は累計 6,171 名、毎月 3,000 ～ 4,000 名のギグワーカーが仕事

に従事した。増収の背景にあるのは、シェアリングエコノミー市場やギグエコノミー市場の拡大である。その一

例として、市場が急速に拡大しているフードデリバリー（宅配）において、同社は加盟店獲得のための営業代行

業務や運営支援業務を担当し、受注を拡大した。また、2019 年 10 月に実施された消費税増税に伴うシステム

改修の案件や Windows10 への PC 入替サポート業務も好調に推移し増収に寄与した。同社の基盤事業であるコ

ンタクトセンターに関しては、IT 周辺機器や多言語に対応したヘルプデスクのニーズが底堅く、通信販売事業

者向けの案件も拡大し好調を維持。「東京・大阪・福岡」を中心に増席を進めた。また、自社開発商品の CRM

システムの販売も好調。スマートフォン・タブレット端末向けのキッティング業務や携帯電話・スマートデバイ

ス無線通信の基地局案件において、拠点の合理化や人員の適正配置の効果が出ており、収益性の向上に寄与した。

安値受注をしていた顧客企業に対しての適正な価格提案の取り組みも成果が顕在化し、売上高総利益率は前期比

1.0 ポイント改善した。

コワーキングスペース事業の売上高は同 27.0% 増の 2,014 百万円、セグメント利益については 43 百万円となり、

57 百万円のセグメント損失を計上した前期から、黒字転換を果たした。利用企業数が 4,300 社を突破し、専用

個室オフィスの稼働率は 90% を超えるなど高水準を維持した結果である。一方で、首都圏における不動産市況

の高騰などの影響もあり、直営拠点の新規出店は計画どおり進まなかった。

2019 年 10 月期通期業績

( 単位：百万円 )

2018 年 10 月期 2019 年 10 月期

実績 対売上比 実績 対売上比 前期比

売上高 16,052 100.0% 17,584 100.0% 9.5%

売上原価 12,434 77.5% 13,446 76.5% 8.1%

売上総利益 3,618 22.5% 4,138 23.5% 14.4%

販管費 3,031 18.9% 3,354 19.1% 10.6%

営業利益 586 3.7% 784 4.5% 33.8%

経常利益 613 3.8% 801 4.6% 30.6%

親会社株主に帰属する
当期純利益

309 1.9% 448 2.5% 45.1%

出所：決算短信よりフィスコ作成

https://www.gig.co.jp/ir


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

http://www.fisco.co.jp

2020 年 2 月14日（金）ギグワークス
2375 東証 2 部 https://www.gig.co.jp/ir

12 18

12

業績動向

自己資本の充実により財務の安全性がさらに向上。 
将来の M&A に向けて余裕がある財務状態

2. 財務状況と経営指標

2019 年 10 月期末の総資産残高は 646 百万円増（前期末比）の 7,797 百万円となった。そのうち流動資産は

540 百万円増の 5,535 百万円であり、受取手形及び売掛金の 190 百万円増と現預金の 123 百万円増が主な要因

である。固定資産は 105 百万円増の 2,261 百万円であり、建物の 145 百万円増が主な要因である。現預金の残

高は 2,784 百万円である。

負債合計は 210 百万円増（前期末比）の 4,499 百万円となった。そのうち流動負債は 76 百万円増の 3,308 百

万円であり、大きな変化はなかった。固定負債は 133 百万円増の 1,190 百万円であり、主な要因は長期借入金

が 109 百万円増加したためである。有利子負債は合計で 1,810 百万円であり、現預金残高（2,784 百万円）と

比較しても余裕があることがわかる。

純資産は 435 百万円増加の 3,298 百万円となった。主な要因は親会社株主に帰属する当期純利益の計上による

利益剰余金の増加である。

経営指標（2019 年 10 月期末）では、流動比率が 167.3%（前期末 154.6%）、自己資本比率が 41.3%（前期末

39.2%）であり、自己資本の充実により財務の安全性がさらに向上した。

連結貸借対照表、経営指標

（単位：百万円）

18/10 期末 19/10 期末 増減額

流動資産 4,995 5,535 540

（現金及び預金） 2,660 2,784 123

（受取手形及び売掛金） 2,110 2,300 190

固定資産 2,156 2,261 105

総資産 7,151 7,797 646

流動負債 3,231 3,308 76

固定負債 1,057 1,190 133

負債合計 4,288 4,499 210

純資産合計 2,862 3,298 435

負債純資産合計 7,151 7,797 646

＜安全性＞

流動比率 154.6% 167.3% -

自己資本比率 39.2% 41.3% -

出所：決算短信よりフィスコ作成

https://www.gig.co.jp/ir
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██今後の見通し

2020 年 10 月期通期は、5 期連続の増収増益を予想。 
足元の IT 関連需要は旺盛のため、ギグワーカーの確保が鍵

2020 年 10 月期通期の連結業績は、売上高は前期比 8.0% 増の 19,000 百万円、営業利益は同 14.8% 増の 900

百万円、経常利益は同 12.3% 増の 900 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同 22.7% 増の 550 百万円と、

5 期連続の増収増益を予想する。

BPO 事業の事業環境は、「企業の人材ニーズ」と「ギグワーカーの顕在化」の 2 点から見通すことができる。企

業の人材ニーズに関しては、足元の有効求人倍率は高止まりしており、求人ニーズは高水準。完全失業率も、完

全雇用に近い数値であり、人材不足は継続している。全般的には人材の確保が難しい中、同社は新たな労働力で

あるギグワーカー（フリーランス、女性、シニア、副業など）に焦点を絞り、顕在化させることで人材確保に挑

む。社名変更が見込まれたため、前期は登録ワーカー募集広告を積極的には行わなかったが、進行期は新社名の

ブランド認知向上も兼ねて積極的な募集広告が可能となる。働き方改革や副業容認の流れは今後も続くことが予

想され、追い風となるだろう。IT 関連業務の引き合いは多いため、見合った人材の確保ができるかが鍵を握る。

特に今後のトピックスとしては、1) 次世代の移動通信方式 5G 関連業務（基地局の営業・設置業務など）、2) 一

括リコール対応の新サービス「ワンストップアシスト」、3) 前期に増床したコンタクトセンター業務、などである。

コワーキングスペース事業では、新規出店がカギとなる。進行期は、藤田観光との業務提携により、新宿ワシン

トンホテル内及び東京ベイ有明ワシントンホテル内でのシェアワークスペース提供が予定されている。東京ベイ

有明ワシントンホテルは東京オリンピック開催時にプレスセンターとなる予定でもあり、好調なスタートとなり

そうだ。

営業利益に関しては、営業利益率で 4.7%（前期は 4.5%）を予測する。進行期は、人材募集のための広告宣伝

費を増加させる計画。2020 年 2 月には、子会社 7 社を 3 社に集約することを決定している。営業・採用活動の

一体化や管理コストの削減を行うことで収益性向上を目指す考えだ。

2020 年 10 月期通期業績予想

( 単位：百万円 )

2019 年 10 月期 2020 年 10 月期

実績 対売上比 予想 対売上比 前期比

売上高 17,584 100.0% 19,000 100.0% 8.0%

営業利益 784 4.5% 900 4.7% 14.8%

経常利益 801 4.6% 900 4.7% 12.3%

親会社株主に帰属する
当期純利益

448 2.5% 550 2.9% 22.7%

出所：決算短信よりフィスコ作成

https://www.gig.co.jp/ir
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██成長戦略・トピック

NTT 西日本グループと組みリコール対応の 
新サービス「ワンストップアシスト」開始。 
藤田観光と提携しワシントンホテル内でシェアワークスペース提供

1. NTT 西日本グループと組みリコール対応の新サービス「ワンストップアシスト」開始

2019 年 11 月に、連結子会社スリープロ、エヌ ･ ティ ･ ティ マーケティングアクト（本社：大阪市）、ウイング（本社：

広島市）は 3 社で連携し、情報漏えいやリコールなどの緊急事態発生時に、緊急対応窓口等の初動対応から配

送や回収等の現地対応サポートまで提供可能な、緊急対応・リコール向けパッケージ「ワンストップ アシスト」

の提供を開始した。

新サービス「ワンストップ アシスト」では、NTT 西日本グループのエヌ ･ ティ ･ ティマーケティングアクトが

企業の緊急対応時に短時間で立ち上げる「緊急お客様窓口」と、ウイングの「往復便ソリューション」と、スリー

プロの「全国オンサイトサポート」を統合し、一連業務をワンストップで効果的に提供する。お客様窓口では、

ご依頼から最短半日で電話システムを準備し、お客様の応対から自動で問合せ内容を抽出し、適切な FAQ の迅

速な整備をサポート。配送管理では、物流とコンタクトセンターが連動することで、リモートサポートによるア

クティブな対応が可能。オンサイトサポートでは、同社が保有する全国 125,000 人のオンサイトスタッフを活

用し、コンシューマ向けや法人向け問わず、現地訪問サポートを展開。必要な時に必要な場所で必要なサービス

を提供できることで、リコール対応時の現地診断から対象製品の設置、設定、交換、回収等までのフィールドサ

ポートが可能となる。

近年、情報漏えいやリコールなどのリスクは多様化し増加傾向にある。このような緊急事態が発生した場合に、

リスクを最小限に抑え信頼回復を図るために、迅速かつ正確なサポート体制構築が重要である。同社にとっては、

NTT 西日本グループのブランドにより、登録エージェントの稼働率が上がる効果が見込まれるだろう。

「ワンストップアシスト」のサービス提供イメージ

出所：決算説明会資料より掲載

https://www.gig.co.jp/ir
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成長戦略・トピック

2. 藤田観光と提携しワシントンホテル内でシェアワークスペース提供

同社の連結子会社アセットデザインは、2019 年 10 月に、ホテル椿山荘東京等のラグジュアリー施設の運営及

びワシントンホテルのブランドで全国に高付加価値のビジネスホテルを展開している藤田観光との間で、ホテル

内におけるシェアオフィスの運営やホテル内サービスの提供・ホテル開発に関しての業務提携契約を締結した。

両社がタッグを組むことで、「遊ぶ×滞在する×働く」をテーマとした新たなホテルスペースの提供、共同開発

を目指す。

業務提携の内容は以下の 3 点である。

(1)  藤田観光が運営するワシントンホテル等内に併設するシェアワークスペースでのアセットデザインの独占

的な運営権の獲得

(2) シェアワークスペースに限らず、ホテル内スペースの有効活用についてのノウハウの共有

(3) 共同による既存ホテルのワークラウンジ併設ホテルへの転換

業務提携後の最初の取り組みとして、藤田観光の旗艦ホテルである「新宿ワシントンホテル」、「東京ベイ有明ワ

シントンホテル」内に、シェアワークプレイス「THE HUB」を出店し、アセットデザインで運営するワシント

ンホテルの強みである継続利用のビジネスマンだけでなく、近年利用者が大幅に増加しているインバウンド顧客

をターゲットにしたラウンジを設けるなど、100 室以上のビジネスホテルでは初のワークスペース付きホテル

となる。ちなみに「東京ベイ有明ワシントンホテル」には東京オリンピックのプレスセンターが設置されること

が予定されており、初年度から活発な利用が期待される。

3. 子会社 7 社を 3 社に再編

同社は、営業・採用活動の一体化や管理コストの削減を図ることでより一層の収益性向上を図ることを目的に、

子会社 7 社を 3 社に合併・集約することを決定した。1 社目は連結子会社であるスリープロを存続会社とする 

WELLCOM IS 及び JBM クリエイトの合併。新社名はギグワークスアドバリュー株式会社とし、主に IT 機器の

導入・設置・交換・保守支援、コンタクトセンター運用及びスタッフ支援、営業代行・販売支援等を展開する。

2 社目は、連結子会社オー・エイ・エスを存続会社とするヒューマンウェアとの合併。新社名はギグワークスク

ロスアイティ株式会社とし、主にシステム・エンジニアリング開発受託・技術者派遣事業を展開する。上記 2 社は、

新社名にも「ギグワークス」を付けることでグループ全体としてのブランド戦略も明確にし、「ギグエコノミー

のプラットフォーマー」を目指す姿勢を鮮明にした。3 社目は、連結子会社アセットデザインがその子会社であ

る E・PRO（ビルメンテナンス業務に強み）を吸収合併する。合併の期日は 2020 年 2 月 1 日。合併する企業

は M&A で買収した企業が含まれるが、M&A で後のグループ内での融合も進んでいることから合併後の統合は

スムースに行われると考えられる。本合併は 100% 子会社同士の合併である。

https://www.gig.co.jp/ir
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成長戦略・トピック

子会社合併の概要

セグメント 主な事業内容 合併前（旧社名） 合併後（新社名）

BPO 事業

IT 機器の導入・設置・交換・保守支援
コンタクトセンター運用及びスタッフ支援
営業代行・販売支援

スリープロ
WELLCOM IS
JBM クリエイト

ギグワークスアドバリュー

システム・エンジニアリング開発受託、
技術者派遣事業

オー・エイ・エス
ヒューマンウェア

ギグワークスクロスアイティ

コワーキングスペース事業 起業家支援を目的としたレンタルオフィスサービス
アセットデザイン
E・PRO

アセットデザイン

出所：プレスリリース、決算説明会資料よりフィスコ作成

██ROE

経営効率が向上。ROE が過去 3 年間で約 7 ポイント上昇

同社の経営効率は、過去 3 年間に顕著に向上してきた。2016 年 10 月期に 8.1% だった ROE（自己資本利益率）

は、年々上昇し、2019 年 10 月期には 14.9% に達した。M&A も駆使しながら、付加価値の高い事業領域にシ

フトしてきたことや低粗利案件の適正化に地道に取り組んできた成果が現れた形だ。今後も、子会社合併効果に

よる販管費抑制やプラットフォームの価値向上などが見込まれ、今後も ROE は向上することが期待される。

期 期 期 期

(%) ROEの推移

出所：決算短信よりフィスコ作成
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██株主還元策

2019 年 10 月期は 3 年連続増配達成。 
増益と配当性向上昇の両面から高い増配ペースが期待できる

1. 配当予想

同社は、重点分野への積極的な投資等により確固たる競争力を早期に築くことを重要な課題と認識しつつ、同

時に株主に対する利益還元についても重要な経営の課題として認識している。2019 年 10 月期は期初に配当金

年 10 円を予想したが、好調な業績を背景に期中に上方修正され、配当金年 14 円、配当性向 20.8% となった。

2020 年 10 月期は連続増配の予想であり、配当金年 18 円、配当性向 21.9% の予想である。過去 3 年間の実績では、

継続的な増益とともに、配当性向を 5.5 ポイント（15.3% → 20.8%）向上しており、これらの両面から高い増配ペー

スが期待できる。
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出所：決算短信よりフィスコ作成

2. 評価の高い株主優待制度

2018 年 10 月期から始まった 3 種類から選べる株主優待制度が人気である。

1 つ目はこども商品券である。同社は主要子会社であるスリープロで次世代育成支援対策推進法第 13 条に基づ

く基準適合一般事業主として厚生労働大臣より認定（くるみん認定）を受けており、グループ全体として子育て

をしながら働き続けることができるよう、仕事と家庭を両立しやすい職場環境づくりを推進し、誰もが仕事と生

活の調和が取れた働き方ができる「子育てサポート企業」としての一面を持つ。株主優待においても子育てをサ

ポートするべく、全国加盟店や加盟のおもちゃ売場内等で利用できるこども商品券を贈呈する。

https://www.gig.co.jp/ir
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2 つ目はビットコインである。ブロックチェーン技術が将来の社会的基盤を支える技術になると捉え、試験的に

2017 年 7 月より仮想通貨のマイニングを開始したことより、人材企業ならではのブロックチェーン技術への関

わりの一端を知ってもらう意味も込めてビットコインを贈呈する。

3 つ目は同社の主要業務でもある、物流倉庫内でのキッティング業務の技術・効率支援や学生・生徒に対する奨

学金給付等の理念に賛同したことから、物流の学術研究と社会的養護を受ける児童を支援する ( 公財 )SBS 鎌田

財団への寄付を選定した。

対象となる株主は毎年、4 月 30 日、10 月 31 日現在の株主名簿に記載または記録された 1 単元（100 株）以上

を保有する株主であり、年 2 回実施される。

https://www.gig.co.jp/ir
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